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移動販売車が再開しました！
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◆
子
育
て
支
援
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
合
わ
せ

継
続
的
に
支
援
を
行
う
た
め
、「
韮

崎
子
育
て
す
く
す
く
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
総
合
的
支
援
事
業
を

提
供
し
ま
す
。

　

産
後
の
初
期
段
階
の
母
子
に
対

し
、
身
体
機
能
の
回
復
や
、
授
乳

状
況
お
よ
び
精
神
状
態
を
把
握

し
、
支
援
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
生
児
の
聴
覚
障
害
の

早
期
発
見
に
よ
る
音
声
言
語
発
達

等
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
、
す
べ
て
の
新
生
児
に
対
し

聴
覚
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
慣
れ
な
い

育
児
に
不
安
の
あ
る
母
子
に
対
し
、

心
身
の
ケ
ア
や
育
児
サ
ポ
ー
ト
等

を
行
い
、
産
後
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
支
援
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
が
、
４
月
よ
り
低
所
得
者
の

負
担
の
助
成
を
拡
大
し
ま
す
。

◆
子
育
て
環
境
の
整
備

　

甘
利
山
の
木
材
を
使
用
し
た
園

児
に
や
さ
し
い
温
も
り
の
あ
る
再

編
第
２
保
育
園
の
た
ん
ぽ
ぽ
保
育

園
は
、
藤
井
公
民
館
と
の
複
合
施

設
と
し
て
秋
の
開
園
を
目
指
し
整

備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
外
の
子
育
て
を
し

て
い
る
方
々
と
支
援
に
携
わ
る
機

関
や
団
体
が
一
同
に
会
し
、
ニ
コ

リ
全
館
を
使
用
し
た
、「
に
ら
ち

び
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、

「
子
育
て
す
る
な
ら
韮
崎
市
」
を

県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

◆
学
校
教
育
の
充
実

　

甘
利
小
学
校
の
大
規
模
改
修
事

業
は
、
理
科
教
室
等
の
特
別
教
室

と
外
壁
・
外
構
の
工
事
に
着
手
し
、

９
月
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

韮
崎
北
西
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン

の
更
新
や
学
習
支
援
員
の
増
員
な

ど
児
童
・
生
徒
の
安
全
で
快
適
な

学
習
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
経
済
的
な
負

担
を
よ
り
軽
減
す
る
た
め
、
就
学

援
助
費
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、

新
入
学
児
童
・
生
徒
学
用
品
費
に

つ
い
て
入
学
前
の
３
月
に
支
給
し

ま
す
。

平成３０年度
当初予算と主要事業

　本年度は、第 6次長期総合計画の締めくくりの年度
となり、その成果を踏まえ、現在第 7次総合計画の策
定を進めています。中高生によるワークショップを開
催し、若者の意見を聴くとともに、まちづくりに意欲
的な市民の参加を得て、市民ニーズを反映させた総合
計画の策定に取り組みます。地方創生が本格化してい
る中で、地域の魅力を活かしたまちづくりの推進が最
重要課題となっています。「強くて美しいまち・韮崎」「元
気で豊かなまち・韮崎」「夢と思いやりのあるまち・韮
崎」の 3つの挑戦に「チーム韮崎」で取り組み、市民
目線の活力あるまちづくりを推進します。

将
来
を
担
う
子
ど
も
を

の
び
の
び
育
む
ま
ち
づ
く
り

1 子ども医療費助成事業費 106,241

2 ひとり親家庭医療費助成事業費 18,977

3 児童センター管理運営費 40,721

4 放課後子どもプラン推進事業費 9,236

5 地域子育て支援センター管理運営費 28,743

6 ファミリーサポート支援事業費 2,307

7 子育てフェスティバル開催事業費 472

8 保育園運営費 304,389

9 病児・病後児保育所運営費 14,982

10 子ども・子育て支援事業費 115,960

11 再編保育園・藤井公民館整備事業費（保育園分） 87,150

12 私立幼稚園奨励補助事業費 30,292

13 学力向上フォローアップ事業費 661

14 小中学校運営事業費 105,568

15 小中学校給食運営事業費 154,194

16 甘利小学校大規模改修事業費 6,083

17 育英奨学金貸付事業費 7,440

予算額（千円）将来を担う子どもをのびのび育むまちづくり
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◆
公
共
バ
ス
の
充
実

　

市
民
バ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、

龍
岡
町
の
真
葛
、
越
道
、
ス
カ
イ

タ
ウ
ン
地
区
へ
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
の

バ
ス
を
導
入
し
、
10
月
か
ら
運
行

を
開
始
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
竜
岡
線
の
単
線
化
に

よ
り
、
穂
坂
線
と
の
バ
ス
の
併
用

が
解
消
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
穂
坂

線
に
つ
い
て
は
、
増
便
を
図
り
ま

す
。

◆
道
路
等
の
整
備

　

主
要
地
方
道
韮
崎
昇
仙
峡
線
拡

幅
工
事
に
つ
い
て
は
、
上
ノ
山
・

穂
坂
地
区
工
業
団
地
入
口
付
近
を

中
心
に
、
引
き
続
き
、
用
地
の
買

収
状
況
に
よ
り
順
次
、
歩
道
と
車

道
の
施
工
お
よ
び
舗
装
工
事
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

市
が
実
施
す
る
基
本
健
診
の
自

己
負
担
を
無
料
と
し
、
併
せ
て
一

般
健
診
な
ど
の
対
象
年
齢
を
現
在

の
25
歳
以
上
か
ら
19
歳
以
上
に
引

き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
１
人
で

も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
ま
す
。

◆
医
療
体
制
の
充
実

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
出

産
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

市
内
へ
の
産
婦
人
科
医
院
開
設
に

対
し
て
助
成
を
行
い
、
本
市
の
人

口
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
社
会
保
障
制
度
の
充
実

　

本
年
度
か
ら
、
県
が
市
町
村
と

と
も
に
国
保
の
財
政
運
営
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
将
来
、
安
定
的
な

運
営
が
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、

国
保
税
の
見
直
し
を
行
い
、
被
保

険
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
の
改
定
に
伴
い
、

本
年
度
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
欲
的
な

介
護
予
防
事
業
へ
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
基
準
月
額
を
据
え
置
く
こ

と
に
な
り
、
引
き
続
き
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
増
進
の
た
め
介
護

予
防
も
含
め
た
積
極
的
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

◆
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

災
害
時
や
緊
急
時
に
、
障
が
い

の
あ
る
方
や
認
知
症
の
方
な
ど
が
、

必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
作
成
し
対
象
者

へ
配
布
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
意
思

疎
通
が
困
難
な
聴
覚
や
言
語
機
能

に
障
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
業
務

等
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
福
祉
課

窓
口
に
手
話
通
訳
士
１
名
を
週
１

日
配
置
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

◆
防
災
体
制
の
強
化

　

防
災
行
政
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
方

式
へ
移
行
す
る
た
め
、
庁
舎
３
階

へ
の
基
地
局
の
移
設
、
七
里
岩
中

継
局
や
子
局
の
更
新
工
事
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
活
動
の
充
実
を

図
る
た
め
、
穂
坂
分
団
の
可
搬
式

小
型
動
力
ポ
ン
プ
お
よ
び
神
山
分

団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新

し
、
消
防
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

1 健康教育事業費（健康ポイント事業含む） 1,144
2 予防接種事業費 64,820
3 健康診査事業費 4,910
4 がん検診事業費 50,583
5 健康ふれあいセンター管理運営費 37,406
6 分べん取扱施設誘致助成事業費 40,000
7 老人福祉センター管理運営費 14,425
8 重度心身障害者医療費助成事業費 109,079
9 障害者自立支援給付費等負担事業費 716,559
10 障害者等地域生活支援事業費 31,940
11 障害児通所支援事業費 71,255
12 社会福祉事務費 393
13 消防団運営事業費 49,990
14 消防ポンプ自動車整備事業費 19,539
15 安全・安心なまちづくり事業費 5,867
16 災害対策事業費 9,017
17 防災行政無線デジタル化推進事業費 503,036
18 一時生活支援事業費 168
19 生活保護施行事業費 312,354
20 若者定住就職奨励事業費 2,460
＊ 韮崎市立病院運営事業費 2,578,621
＊ 国民健康保険運営事業費 2,941,781
＊ 後期高齢者医療保険運営事業費 306,137
＊ 介護保険運営事業費 2,376,502

1 浄化槽設置促進事業費 18,857
2 クリーンエネルギー導入促進事業費 900
3 廃棄物処理対策事業費 68,502
4 ごみ減量アクションプラン推進事業費 205
5 資源リサイクル推進事業費 18,000
6 火葬場管理運営費 22,000
7 市営住宅改修事業費 19,399
8 定住促進住宅改修事業費 53,013
9 持家住宅定住促進助成事業費 58,700
10 市立公園等管理費 6,083
11 市民バス運行事業費 57,113
12 高齢者タクシー利用助成事業費 2,662
13 市単独道路整備事業費 146,500
14 市道（旭）58号線道路整備事業費 43,200
15 市道（神山）2号線道路整備事業費 48,600
16 市道（神山）39号線道路整備事業費 11,274
17 堀切橋拡幅整備事業費 229,800
＊ 水道事業費 1,450,457
＊ 公共下水道事業費 1,364,400

予算額（千円）誰もが安心して暮らせるまちづくり

予算額（千円）心地よい定住環境のあるまちづくり

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

心
地
よ
い
定
住
環
境
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

＊印は特別会計・企業会計

＊印は特別会計・企業会計
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◆
魅
力
あ
る
観
光
施
策
の
充
実

　

文
部
省
唱
歌「
た
な
ば
た
さ
ま
」

を
作
詞
し
た
権
藤
は
な
よ
と
生
誕

地
で
あ
る
本
市
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
７
月
７
日
の
七
夕
の
日
ま

で
の
１
か
月
間
、
韮
崎
駅
前
広
場

で
、「
七
夕
サ
マ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ｉ
ｎ
に
ら
さ
き
」
を
開
催

し
、
本
市
の
新
た
な
魅
力
の
創
出

を
図
り
ま
す
。

◆
ま
ち
の
賑
わ
い
を
つ
く
り
だ

　
す
商
工
業
の
振
興

　

第
３
期
ま
ち
な
か
活
性
化
計
画

の
策
定
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

分
析
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

社
会
情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
ま
ち
な
か
へ
賑
わ
い
を
創
出

し
て
い
き
ま
す
。

◆
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

　

た
め
池
の
防
災
・
減
災
を
図
る

た
め
、
穂
坂
町
の
沢
村
堤
と
新
溜

池
の
改
修
お
よ
び
旭
町
山
口
た
め

池
の
測
量
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給

の
た
め
穂
坂
、
上
ノ
山
が
受
益
地

と
な
る
楯
無
堰
の
改
修
を
図
り
ま

す
。

◆
赤
ワ
イ
ン
の
丘

　
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

　

市
内
の
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
生
産

拡
大
お
よ
び
ワ
イ
ン
を
新
た
な
地

域
資
源
と
す
る
な
ど
農
業
振
興
を

図
り
な
が
ら
、
６
次
産
業
化
に
よ

る
ブ
ド
ウ
・
ワ
イ
ン
を
中
心
と
し

た
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
協
議
会
の
設
立
や
消
費
拡

大
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

　

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
穂
坂
で

開
催
す
る
各
種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト

時
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
を
解

消
す
る
た
め
、
駐
車
場
の
整
備
を

行
い
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
中
田
、
穴

山
、
円
野
地
区
の
屋
内
運
動
場
の

改
築
に
つ
い
て
は
、
中
田
町
屋
内

運
動
場
か
ら
順
次
、
建
設
に
着
手

し
ま
す
。

◆
次
世
代
に
つ
な
ぐ

　
歴
史
・
文
化
の
醸
成

　

ま
ち
な
か
美
術
館
事
業
で
は
、

商
店
な
ど
に
韮
崎
大
村
美
術
館
が

所
蔵
す
る
作
品
を
貸
し
出
し
、
ま

ち
な
か
に
美
術
作
品
の
展
示
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
購
入
し
た
新
府
城

築
城
に
関
わ
る
書
状
に
つ
い
て
は
、

企
画
展
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
学
習
の
機
会
を
設
け
、
貴
重

な
資
料
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
ま

す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

◆
市
民
の
交
流
拠
点
の
充
実

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
は

交
流
拠
点
と
し
て
世
代
を
超
え
た

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

市
民
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
皆
さ

ん
に
役
立
て
る
施
設
運
営
を
行
い

ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

す
べ
て
の
男
女
が
共
に
暮
ら
し

や
す
い
社
会
の
実
現
へ
向
け
、
市

民
「
協
働
」
で
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

1 県営畑地帯総合土地改良事業費 46,644

2 小土地改良事業費 74,934

3 県営かんがい排水事業費
（朝穂堰・楯無堰） 12,425

4 県営農村地域防災減災事業費
（沢村堤・三ッ沢地区・山口溜池） 19,800

5 赤ワインの丘ブランド化推進事業費 1,290

6 新規就農者支援事業費 18,210

7 まちなか活性化推進事業費 18,952

8 商工団体育成事業費 9,265

9 観光振興事業費 17,257

10 再編保育園・藤井公民館整備事業費
（公民館分） 9,766

11 市立図書館管理運営費 66,431

12 サッカーのまちプロジェクト事業費 8,955

13 地域体育館管理運営費 50,877

14 文化ホール管理運営費 139,701

15 美術館管理運営費 27,209

16 新府城跡啓蒙事業費 1,106

健
全
な
行
政
活
動
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

1 市民交流センター管理運営費 69,951

2 文書管理事務費 26,286

3 広聴広報事務費 16,349

4 男女共同参画社会づくり事業費 1,261

5 地区活動推進事業費 19,802

1 職員研修費 5,359

2 庁舎管理費 134,260

3 ふるさと納税事業費 61,417

4 賦課徴収事務費 38,617

5 総合計画費 8,246

6 情報システム管理費 179,697

予算額（千円）魅力あふれるまちづくり

予算額（千円）予算額（千円） 人が集う交流のあるまちづくり健全な行政活動によるまちづくり

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
充
実

　

ふ
る
さ
と
納
税
申
し
込
み
の
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
増
加
し
、
県
内

外
に
情
報
発
信
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

返
礼
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
充
実

し
、
本
市
行
政
へ
の
参
画
や
Ｐ
Ｒ

に
努
め
ま
す
。

◆
市
民
活
動
の
支
援

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
、
公

募
・
提
案
型
補
助
金
制
度
に
よ
り
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
を
支
援
し
ま
す
。

人
が
集
う
交
流
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
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特集

◆
青
少
年
育
成
プ
ラ
ザ
・

　
ミ
ア
キ
ス

　

平
成
28
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
現
在
で
は
登
録
者
数
が
千
名

を
超
え
、
多
く
の
中
高
生
が
利
用

し
て
い
る
ミ
ア
キ
ス
で
す
が
、
本

年
度
は
就
学
・
就
業
で
県
外
へ
出

た
若
者
と
ミ
ア
キ
ス
を
つ
な
ぐ
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ア
ダ
ル
ト
ニ
ュ
ー
ニ
ラ

サ
キ
の
作
製
に
よ
り
、
市
内
へ
の

カ
ム
バ
ッ
ク
を
目
指
す
と
と
も
に
、

中
学
校
、
事
業
者
、
商
工
会
な
ど

と
連
携
し
て「
韮
崎
版
職
場
体
験
」

を
実
施
し
ま
す
。

◆
地
方
創
生
の
推
進

　

地
域
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取

り
組
む
団
体
の
方
々
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
外
国
人
が
地
域
住
民
と

交
流
を
図
る
自
然
体
験
型
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
を
四
季
折
々
に
開
催

し
、
地
域
活
性
化
の
方
向
性
を
探

っ
て
い
き
ま
す
。

　

県
外
大
学
等
へ
通
学
す
る
方
に

対
し
、
定
期
券
購
入
費
の
一
部
を

補
助
す
る
鉄
道
支
援
補
助
金
を
創

設
し
、
学
生
の
転
出
抑
制
を
図
り

ま
す
。
ま
た
本
市
の
製
造
業
の
事

業
所
に
就
業
す
る
男
女
を
対
象

に
、
婚
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

事
前
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
商
工

会
と
連
携
し
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に

よ
り
、
若
い
世
代
の
結
婚
を
応
援

し
ま
す
。

◆
空
き
家
対
策
の
促
進

　

昨
年
か
ら
開
始
し
た
「
空
き
家

暮
ら
し
大
作
戦
」
に
よ
る
空
き
家

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
々
の
積

極
的
な
情
報
収
集
や
所
有
者
へ
の

活
発
な
ア
プ
ロ
ー
チ
活
動
が
空
き

家
バ
ン
ク
の
登
録
に
つ
な
が
る
な

ど
、
着
実
な
成
果
に
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
持
家
住
宅
定
住

促
進
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
市

内
在
住
者
の
追
加
や
子
育
て
世
帯

へ
の
加
算
な
ど
拡
充
す
る
こ
と
で
、

移
住
・
定
住
の
促
進
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
の
取
り
組
み
を
強
化
し

ま
す
。

韮
崎
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略

1 中小企業等支援事業費 6,695

2 定住対策促進事業費（合計） 59,181

3 幸せ結婚・出産応援事業費
（合計） 8,748

4 子育て応援事業費（合計） 764

5 観光プロモーション推進事
業費 7,858

平成30年度当初予算　歳入・歳出の内訳（一般会計）

歳入

歳出 〔目的別〕

歳出 〔性質別〕
使用料及び手数料
2億9,728万2千円
（2.2％）

維持補修費
1億738万円
（0.8％）

繰入金
7億3,556万3千円
（5.4％）

積立金
1億2,395万7千円
（0.9％）

地方譲与税等
8億1,150万円
（6.0％）

公債費
15億1,531万7千円
（11.1％）

県支出金
8億8,407万円
（6.5％）

繰出金
15億2,593万6千円
（11.2％）

国庫支出金
14億9,280万3千円
（11.0％） 普通建設事業費

17億7,899万9千円
（13.0％）

市債
15億4,830万円
（11.4％） 人件費

18億9,432万1千円
（13.9％）

分担金及び負担金
1億2,078万2千円
（0.9％）

投資及び出資金
890万円（0.1％）

財産収入
6,109万6千円
（0.4％）

貸付金
744万円（0.1％）
災害復旧費
4千円（0.0％）

議会費
1億6,260万円
（1.2％）
商工費
1億4,938万円
（1.1％）
予備費
3,000万円（0.2％）
労働費
2,435万1千円
（0.2％）
災害復旧費
4千円（0.0％）

市税
50億4,148万2千円
（37.0％）

物件費
24億6,582万5千円
（18.1％）

扶助費
21億7,599万7千円
（16.0％）

136億
2,000万円

136億
2,000万円

地方交付税
23億5,300万円
（17.3％）

補助費等
19億8,592万4千円
（14.6％）

民生費
41億8,385万1千円
（30.7％）

総務費
17億449万7千円
（12.5％）

土木費
15億5,727万5千円（11.4％）

衛生費
14億3,826万9千円（10.6％）

消防費
9億7,736万6千円（7.2％）

公債費
15億1,531万7千円
（11.1％）

教育費
12億7,891万6千円
（9.4％）

農林水産業費
5億9,817万4千円
（4.4％）

その他
2億7,412万2千円（1.9％）

予備費
3,000万円
（0.2％）

※地方譲与税等には、地方譲与税のほか、
　利子割交付金等の各種交付金の合計を記載しています。	
	 	

予算額（千円）
まち・ひと・しごと創生総合戦略関連
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健康
　

韮
崎
市
で
は
健
康
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を

今
年
度
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

身
体
に
良
い
こ
と
を
実
施
し
て
、

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る

こ
と
で
、
健
康
と
１
，
０
０
０
円

分
の
ク
オ
カ
ー
ド
が
手
に
入
る
素

敵
な
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
期
間　

４
月
１
日
以
降

（
有
効
期
限
：
開
始
よ
り
１
年
間
）

　

肺
炎
球
菌
は
、
肺
炎
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
な
る
病
原
体
の
一
つ

で
、
特
に
高
齢
者
が
発
症
す
る
と

重
症
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

早
め
に
接
種
を
受
け
、
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

■
定
期
接
種
対
象
者

①
平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
、
65

　

歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85

　

歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳

　

の
方
で
過
去
に
１
度
も
肺
炎
球

　

菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と

　

が
な
い
方

②
接
種
日
現
在
、
60
歳
以
上
65
歳

　

未
満
の
方
で
、
心
臓
や
腎
臓
、

　

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免

　

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

　

機
能
に
１
級
程
度
の
障
が
い
を

　

有
す
る
方
（
接
種
を
ご
希
望
の

　

方
は
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参

　

の
う
え
健
康
づ
く
り
課
に
お
申

　

し
出
く
だ
さ
い
）

■
対
象
者　

19
歳
以
上
の
市
民　

　
（
平
成
31
年
３
月
31
日
時
点
）

■
ポ
イ
ン
ト
達
成
記
念
品
交
換
受
付

　

20
ポ
イ
ン
ト
達
成
後
２
か
月
以
内

■
記
念
品　

20
ポ
イ
ン
ト
以
上
達

　

成
し
た
方
に
１
，
０
０
０
円
分

　

の
ク
オ
カ
ー
ド
贈
呈

■
記
念
品
交
換
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課 

保
健
指
導
担
当

☎
２
３ｰ
４
３
１
０

※
次
の
方
は
助
成
の
対
象
外
と
な

　

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
過
去
に
任
意
接
種
に
よ
り
同
予

　

防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方

②
過
去
に
自
己
負
担
に
よ
り
同
予

　

防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方

■
実
施
期
間

　

４
月
１
日
（
日
）
～

　

平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）

■
接
種
費
用　

１
／
２
負
担

※
た
だ
し
上
限
４
千
円
で
１
０
０

　

円
未
満
は
切
り
捨
て

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

実
施
期
間
外
お
よ
び
指
定
医
療

機
関
以
外
で
接
種
し
た
場
合
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
健
康

づ
く
り
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
接
種
手
続
き

　

対
象
者
に
は
３
月
末
に
予
診
票

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
の
う
え
、
接
種
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
66
歳
以
上
の
定
期
接
種
対
象
者

　

以
外
で
過
去
に
一
度
も
接
種
し

　

た
こ
と
が
な
い
方
に
も
接
種
費

　

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

　

す
の
で
、
必
ず
接
種
す
る
前
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課 

健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　

☎
２
３ｰ

４
３
１
０

健
康
ポ
イ
ン
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、
記
念
品
を
も
ら
お
う

―
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
新
た
に
始
ま
り
ま
す
！
―

元気な今こそ予防です

高齢者肺炎球菌
ワクチン予防接種

病
院
機
能
評
価
の

認
定
病
院
と
な
り
ま
し
た
！

　

こ
の
た
び
、
韮
崎
市
立
病
院

は
、
病
院
機
能
評
価
に
お
い
て

高
い
評
価
を
受
け
、「
地
域
に

根
ざ
し
、
安
全
・
安
心
、
信
頼

と
納
得
の
得
ら
れ
る
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
べ
く
、
日
常
的

に
努
力
し
て
い
る
病
院
」
と
し

て
認
定
病
院
と
な
り
ま
し
た
。

　

病
院
機
能
評
価
は
、
第
三
者

機
関
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
日

本
医
療
機
能
評
価
機
構
が
、
患

者
さ
ん
に
提
供
さ
れ
る
医
療
や

組
織
全
体
の
運
営
管
理
に
つ
い

て
、
中
立
的
、
専
門
的
な
立
場

か
ら
審
査
す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
病
院
理
念
「
地
域
に

愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
つ

く
ろ
う
」
の
も
と
、
職
員
一
同
、

よ
り
一
層
の
医
療
の
質
の
向
上

と
組
織
運
営
の
改
善
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
来
院
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院
事
務
局 

総
務
担
当

☎
２
２ｰ

１
２
２
１

事前登録してくれた先着 200 名様にスポーツタオル
をプレゼントするよ。詳しくは、健康カレンダーを
見てね。
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人
間
ド
ッ
ク

■
助
成
額

　

男
性　

２
３
，
０
０
０
円

　

女
性　

２
８
，
０
０
０
円

■
受
診
期
限

　

平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）

■
対
象
者

　

韮
崎
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
、
平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
（
昭
和
19

年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方
）

※
申
込
時
、
本
人
お
よ
び
世
帯
主

　

が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
総
合
健
診
受
診
希
望
者
は
、
人

　

間
ド
ッ
ク
を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
時
の
持
ち
物

　

国
民
健
康
保
険
証

■
受
診
医
療
機
関
（
６
機
関
）

　

韮
崎
市
立
病
院
・
恵
信
韮
崎
相

互
病
院
・
山
梨
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
・
山
梨
県
厚
生
連
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
・
甲
府
共
立
病
院
総

合
健
診
セ
ン
タ
ー
・
石
和
温
泉
病

院
（
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和
）

脳
ド
ッ
ク

■
助
成
額
（
男
女
と
も
）

　

１
０
，
０
０
０
円

■
受
診
期
限

　

平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
31

年
３
月
31
日
現
在
50
歳
以
上
の
方

の
う
ち
、
前
年
度
脳
ド
ッ
ク
を
受

診
さ
れ
て
い
な
い
方
（
昭
和
44
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

※
申
込
時
、
本
人
お
よ
び
世
帯
主

　

が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
申
込
時
の
持
ち
物

　

健
康
保
険
証

■
受
診
医
療
機
関
（
２
機
関
）

　

韮
崎
市
立
病
院
・
秋
山
脳
外
科

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

　

食
生
活
の
欧
米
化
な
ど
に
よ
り
、

乳
が
ん
や
子
宮
頸
が
ん
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
早
期
に
発

見
し
、
治
療
を
行
え
ば
、
高
い
確

率
で
治
癒
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ご
自
身
ま
た
は
大
切
な
ご
家

族
の
た
め
、
年
に
一
度
の
検
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

新
規
勧
奨
対
象
者
お
よ
び
再
勧

奨
対
象
者
で
【
表
１
】
に
該
当
す

る
方
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
ま
た

は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
乳

が
ん
検
診
の
自
己
負
担
金
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者
【
表
１
】

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
５
月
中
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
詳
細
を
確
認

の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
以　

外
の
方
で
受
診
希
望
の
方

　

事
前
に
受
診
券
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
発
券
期
間
・
申
込
場

所
に
て
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
【
表
２
】
参
照

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課 

健
康
増
進
担
当

　
　
　
　

☎
２
３ｰ

４
３
１
０

　
早
期
発
見
と
予
防
の
た
め
に

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
、乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
診
受
診
お
よ
び
手
続
き

の
お
知
ら
せ

　

生
活
習
慣
病
や
が
ん
等
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
定
期
的
な
検

診
受
診
を
心
が
け
、
健
康
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

例
年
受
診
期
限
間
際
で
の
予
約
が
殺
到
し
、
受
診
で
き
な
い
状
況
が
生

じ
て
い
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
予
約
・
申
込
を
し
ま
し
ょ
う
。

両
ド
ッ
ク
お
よ
び
検
診
共
通
事
項

■
受
診
券
発
券
期
間　

４
月
２
日
（
月
）
～
12
月
21
日
（
金
）

■
申
込
場
所　

健
康
づ
く
り
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

【表 1】

年齢 生年月日 対象検診項目
20 歳

（21 歳）
平成　9（1997）年 4 月 2 日～
平成 10（1998）年 4 月 1 日　 子宮頸がん検診

40 歳
（41 歳）

昭和 52（1977）年 4 月 2 日～
昭和 53（1978）年 4 月 1 日　 乳がん検診

新規勧奨対象者

再勧奨対象者
年齢 生年月日 対象検診項目
25 歳

（26 歳）
平成　4（1992）年 4 月 2 日～
平成　5（1993）年 4 月 1 日　

子宮頸がん検診
　（◎過去にクーポン
　券未利用者かつ市
　のがん検診未受診
　者）

30 歳
（31 歳）

昭和 62（1987）年 4 月 2 日～
昭和 63（1988）年 4 月 1 日　

35 歳
（36 歳）

昭和 57（1982）年 4 月 2 日～
昭和 58（1983）年 4 月 1 日　

40 歳
（41 歳）

昭和 52（1977）年 4 月 2 日～
昭和 53（1978）年 4 月 1 日　

45 歳
（46 歳）

昭和 47（1972）年 4 月 2 日～
昭和 48（1973）年 4 月 1 日　

乳がん検診
　（◎過去にクーポン
　券未利用者かつ市
　のがん検診未受診
　者）

50 歳
（51 歳）

昭和 42（1967）年 4 月 2 日～
昭和 43（1968）年 4 月 1 日　

55 歳
（56 歳）

昭和 37（1962）年 4 月 2 日～
昭和 38（1963）年 4 月 1 日　

60 歳
（61 歳）

昭和 32（1957）年 4 月 2 日～
昭和 33（1958）年 4 月 1 日　

子宮がん検診 乳がん検診
頸　部 体　部 超音波検査 マンモグラフィー検査

対象者※１　

（韮崎市民の方）
年度末年齢 21 歳以上の女性 医師の判断により検診が必要と

認められた方
年度末年齢 25 歳～ 39 歳の女
性、年度末年齢 40 歳以上の偶
数年の女性

年度末年齢 41 歳以上の奇数年
の女性

【表１】の対象者は無料クーポン券を使って受診してください。受診券は必要ありません。
発券期間 平成 30 年４月２日（月）～平成 30 年 12 月 21 日（金）
受診申込

（受診券発券） 健康づくり課（保健福祉センター内）または総合健診会場

受診場所 指定医療機関 山梨県厚生連健康管理センター（保健福祉センター、東京エレク
トロン韮崎文化ホール）韮崎市立病院　いいのクリニック

受診期間 平成 31 年１月 31 日（木）まで
持ち物 健康保険証、自己負担金

自己負担金
2,000 円 800 円　※医療機関へ支払い 1,000 円

ただし、70 歳以上は無料。※１　

※１　平成 31 年３月 31 日現在の年齢となります。

【表 2】
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平
成

  30
年
度
介
護
保
険
制
度
の

概
要
に
つ
い
て

①
運
営
目
標

　

高
齢
者
の
自
立
支
援
と
要
介
護

状
態
の
重
度
化
防
止
を
目
指
し
た

取
り
組
み
や
医
療
・
介
護
・
福
祉

と
い
っ
た
多
職
種
間
の
連
携
に
よ

る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

②
介
護
予
防

　

平
成
29
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
て

い
る
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」
や
「
地
域
ま
る
ご

と
介
護
予
防
推
進
事
業
」
を
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

③
介
護
保
険
料
（
65
歳
以
上
）

　

山
梨
県
内
で
も
低
い
水
準
に
据

え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

※
表
１
参
照

④
３
割
負
担
の
導
入

　

現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
方
の
自
己
負
担
割
合
は
、

所
得
金
額
等
に
応
じ
て
１
割
ま
た

は
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平

成
30
年
８
月
よ
り
特
に
所
得
の
高

い
方
は
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に

は
７
月
下
旬
頃
に
新
た
な
「
介
護

保
険
負
担
割
合
証
」
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
で
ご
自
身
の
負

担
割
合
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
図
１
参
照

　
長
寿
介
護
課
よ
り
お
知
ら
せ

　

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
12
年
の
ス
タ
ー
ト
以
来
18
年
に
わ
た
り
普
及
が
図
ら

れ
、
生
活
の
中
に
も
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
こ
の
度
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い

く
た
め
、
第
７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
30
～

32
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

～
健
や
か
い
き
い
き
安
心

長
寿
の
ま
ち
～
を
目
指
し
て

所得段階
対象者 保険料

（年額）市民税 本人の平成 29 年中の合計所得金額等

第 1 段階

世帯全員が非課税

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者
・課税年金収入額 + 合計所得金額 ＝ 80 万円以下

27,800 円

第 2 段階 ・課税年金収入額 + 合計所得金額 ＝ 80 万円超　120 万円以下 46,200 円

第 3 段階 ・課税年金収入額 + 合計所得金額 ＝ 120 万円超 46,200 円

第 4 段階 本人は非課税
かつ

世帯員が課税

・課税年金収入額 + 合計所得金額 ＝ 80 万円以下 55,500 円

第 5 段階 ・課税年金収入額 + 合計所得金額 ＝ 80 万円超 61,600 円
（基準額）

第 6 段階

本人が課税

・合計所得金額 ＝ 120 万円未満 74,000 円

第 7 段階 ・合計所得金額 ＝ 120 万円以上　200 万円未満 80,100 円

第 8 段階 ・合計所得金額 ＝ 200 万円以上　300 万円未満 92,400 円

第 9 段階 ・合計所得金額 ＝ 300 万円以上　500 万円未満 104,800 円

第 10 段階 ・合計所得金額 ＝ 500 万円以上 117,100 円

【表１】平成 30 年度の介護保険料（段階設定）

※市民税非課税の方、40 歳から 64 歳の方は１割負担です。

65
歳
以
上
で
本
人
の

合
計
所
得
金
額
が

220 万円以上

160 万円未満

160 万円以上
220 万円未満

年金収入 + その他の合計所得金額が
・単身で340万円以上　または
・65歳以上の方が2人以上いる世帯で
　463万円以上

年金収入 + その他の合計所得金額が
・単身で280万円以上　または
・65歳以上の方が2人以上いる世帯で
　346万円以上

3 割負担
（H30 年 8 月から）

2 割負担

1 割負担

はい

はい

いいえ

いいえ

【図１】介護保険サービスの自己負担割合
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地域包括支援センターをご利用ください

平
成  30
年
度
介
護
保
険
料
の
仮

徴
収
の
お
知
ら
せ
お
よ
び
暫
定

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

今
回
送
付
す
る
通
知
は
、
本
年

度
の
住
民
税
の
課
税
所
得
が
４
月

時
点
で
は
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、

30
年
度
前
期
分
の
保
険
料
を
暫
定

的
に
算
定
し
た
も
の
で
す
。

　

本
来
の
保
険
料
額
の
通
知
は
、

本
年
度
の
住
民
税
が
確
定
し
た
後

に
再
計
算
し
、
７
月
に
改
め
て
送

付
し
ま
す
。

■
年
金
よ
り
天
引
き

　
（
特
別
徴
収
）
の
方　

　

平
成
30
年
４
月
・
６
月
・
８
月

分
の
通
知（
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ
）

で
す
。
前
年
度
か
ら
継
続
し
て
特

別
徴
収
の
方
は
、
暫
定
的
に
前
年

度
２
月
の
保
険
料
と
同
額
を
年
金

か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
新
た
に
特
別

徴
収
と
な
る
方
は
、
前
年
度
と
同

じ
所
得
段
階
の
保
険
料
を
、
納
期

６
回
で
割
っ
た
金
額
が
、
年
金
か

ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

※
天
引
き
額
が
年
間
を
通
し
て
均

　

等
に
な
る
よ
う
に
、
８
月
の
仮

　

徴
収
額
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

※
７
月
送
付
の
通
知
に
記
載

■
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

　
（
普
通
徴
収
）
の
方

　

平
成
30
年
４
月
・
６
月
分
の
介

護
保
険
料
額
の
通
知
（
暫
定
通
知

書
）
で
す
。
前
年
の
所
得
が
確
定

し
て
い
な
い
た
め
、
前
々
年
の
所

得
を
も
と
に
算
定
し
た
保
険
料
額

で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

　地域包括支援センターは高齢者の皆さんが、いつまでも住み慣れ
た地域で生活できるよう支援するための拠点です。
■支援内容
〇自立した生活ができるよう介護予防をすすめます。要支援と認定
　された方や、介護が必要となるおそれがある方への支援を行いま
　す。（介護予防ケアプランの作成など）
〇介護に関する悩みや心配ごとなど様々な相談に応じます。
〇高齢者の皆さんの権利を守ります。成年後見制度の利用や虐待防
　止などの支援を行います。
〇 65 歳以上のすべての方が利用できる、いきいき貯筋クラブや地
　域まるごと介護予防推進事業など、地域の方と協力しながら介護
　予防事業を行います。（随時、広報でお知らせします。）
〇医療や介護、住まい、日常生活など必要な支援が切れ目なく提供できるよう、多職種と定期的に話し合い
　を行い地域包括ケア体制の強化を行います。

　介護や介護予防、生活の中での悩みや心配ごとなどお気軽にご相談ください。

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を
！

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

献
血
は
身
近
に
あ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
次
の
と
お
り
市
役

所
庁
舎
に
て
献
血
を
行
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

４
月
26
日
（
木
）

　

10
時
～
11
時
30
分

　

12
時
30
分
～
15
時
30
分

■
会
場　

市
役
所
庁
舎
東
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５ｰ

２
５
１ｰ

５
８
９
１

　

韮
崎
市
献
血
推
進
協
議
会

☎
２
３ｰ

４
３
１
０

▲いきいき貯筋クラブの様子

■ P8・9 への問い合わせ　長寿介護課 介護保険担当・介護支援担当・介護予防担当　☎ 23-4313

在宅医療介護多職種連携研修会を開催

　２月８日（木）、市民交流センターニコリ多目的ホールで、「認知
症高齢者の服薬支援」をテーマに研修会を行いました。当日は医療
や介護の関係者 90 名が集い、薬剤師と主任介護支援専門員とのパ
ネルディスカッションや、グループワークを通じて服薬の工夫、ま
た主治医や薬局、高齢者に携わる関係者との連携の取り方など話し
合いました。
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障害者差別解消法

Ｑ
障
が
い
者
に
対
す
る
差
別
と

　

は
？

　

法
律
で
は
、「
不
当
な
差
別
的

取
扱
い
」
と
「
合
理
的
配
慮
を
し

な
い
こ
と
」
が
、
差
別
で
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。

■
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

　
「
障
が
い
が
あ
る
」
と
い
う
理

由
だ
け
で
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入

れ
な
い
、
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て
も

ら
え
な
い
、
車
い
す
だ
か
ら
と
い

っ
て
お
店
に
入
れ
な
い
な
ど
は
、

障
が
い
の
な
い
方
と
違
う
扱
い
を

受
け
て
い
る
の
で
、「
不
当
な
差

別
的
取
扱
い
」
に
な
り
ま
す
。

■
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
声
だ

け
で
話
す
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る

人
に
書
類
を
渡
す
だ
け
で
読
み
あ

げ
な
い
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
方

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
い
こ

と
は
、
障
が
い
の
な
い
方
に
は
き

ち
ん
と
情
報
を
伝
え
て
い
る
の
に
、

障
が
い
の
あ
る
方
に
は
情
報
を
伝

え
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
困
っ
て
い

る
時
に
そ
の
方
の
障
が
い
に
配
慮

し
た
必
要
な
工
夫
や
や
り
方
を
相

手
に
伝
え
て
、
そ
れ
を
相
手
に
し

て
も
ら
う
こ
と
を
合
理
的
配
慮
と

い
い
ま
す
。
障
害
者
差
別
解
消
法

で
は
、
役
所
や
会
社
・
お
店
な
ど

が
、
障
が
い
の
あ
る
方
に
「
合
理

的
配
慮
を
し
な
い
」
こ
と
も
差
別

と
な
り
ま
す
。

Ｑ
差
別
し
た
会
社
・
お
店
な
ど

　

は
、
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　

障
が
い
の
あ
る
方
に
ど
ん
な
対

応
を
し
た
か
役
所
に
報
告
す
る
よ

う
に
求
め
ら
れ
た
り
、
差
別
を
し

な
い
よ
う
に
注
意
を
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
障
が
い
の
こ
と
で
差
別
さ
れ

　

た
ら
、
ど
う
し
た
ら
良
い
で

　

す
か
？

　

市
で
は
、
障
が
い
者
差
別
に
関

す
る
相
談
を
行
う
「
地
域
相
談

員
」
を
福
祉
課
内
に
配
置
し
て
、

相
談
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
の

で
、
障
が
い
を
理
由
と
し
た
差
別

を
感
じ
た
時
は
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

☆
福
祉
課
窓
口
に
手
話
通
訳
士

　

を
設
置

　

聴
覚
等
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
、

生
活
上
の
相
談
や
市
の
窓
口
で
手

続
き
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
本

年
度
か
ら
手
話
通
訳
士
を
設
置
し

ま
す
。

■
設
置
日
時

　

毎
週
木
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　

９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

☆「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
を

　
　
　
　
　
　

配
布
し
ま
す

　

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
が
災
害

時
や
日
常
生
活
の
中
で
困
っ
た
時

に
、
周
囲
に
自
己
の
障
が
い
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
、
手
助
け
や
支

援
を
求
め
や
す
く
す
る
た
め
に
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
作
成
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。　

　

次
の
と
お
り
、
窓
口
で
配
布
す

る
と
と
も
に
、
障
が
い
等
が
重
い

方
に
は
個
別
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
郵
送
対
象
者

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　

金
受
給
資
格
者

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

・
認
知
症
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ

　

ー
ク
登
録
者

■
配
布
・
郵
送
時
期　

５
月
頃

※
障
害
手
帳
等
を
お
持
ち
で
な
く

　

て
も
希
望
者
に
は
配
布
し
ま
す
。

　
（
１
人
１
枚
）

■
配
布
場
所

・
福
祉
課
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協

議
会
を
設
置

　

障
害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ

き
、
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
取

組
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
韮
崎

市
と
北
杜
市
の
共
同
に
よ
り
「
峡

北
地
域
障
が
い
者
差
別
解
消
支
援

地
域
協
議
会
」
を
本
年
度
か
ら
設

置
し
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
以
下
の
団
体
等

の
代
表
者
を
委
員
と
し
、
差
別
事

案
の
情
報
共
有
や
解
決
に
向
け
た

協
議
等
を
行
い
ま
す
。

①
相
談
支
援
事
業
者

②
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

③
保
健
お
よ
び
医
療
関
係
者

④
教
育
お
よ
び
雇
用
関
係
機
関
に

　

所
属
す
る
者

⑤
障
が
い
者
関
係
団
体
に
所
属
す
る
者

⑥
山
梨
県
障
害
者
幸
住
条
例
に
規

　

定
す
る
障
害
者
差
別
地
域
相
談
員

⑦
障
が
い
者
お
よ
び
そ
の
保
護
者

⑧
関
係
行
政
機
関
の
職
員

⑨
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者

毎
年
４
月
２
日
は
世
界
自
閉
症

啓
発
デ
ー
で
す

　

毎
年
４
月
２
日
は
「
世
界
自
閉

症
啓
発
デ
ー
」
で
す
。
日
本
で
は
、

４
月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
「
発
達

障
が
い
啓
発
週
間
」
と
し
て
い
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
担
当

　
　
　
（
内
線
１
８
２
～
１
８
５
）

　「
共
生
社
会
」
の
実
現
の
た
め
に

　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
差
別
を
な
く
す

こ
と
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行

か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た

障がい者への不当
な差別的取り扱い

障がい者への合
理的配慮の提供

国・地方
公共団体等 禁　止 法的義務

会社・お店
（民間事業者） 禁　止 努力義務

▲ヘルプカードイメージ図

表　国・地方公共団体と民間事業者
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就学援助費・特別支援教育就学奨励費の支給額を変更
　市では、経済的理由によって就学が困難と認められる児童または生徒の保護者および、特別支援学級に在籍
する児童または生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、就学援助費および特別支援教育就学奨励費を支給
しています。
　平成 30 年度分より以下のとおり支給額を変更しますのでお知らせします。

　１ 就学援助費

　２ 特別支援教育就学奨励費

　３ 変更内容
・「学用品費」「新入学児童生徒学用品費」の支給単価の増額
・「校外活動費（宿泊なし）」「校外活動費（宿泊あり）」の上限額の引き上げ
・「修学旅行費」「学校給食費」の上限額の撤廃

問い合わせ　教育課 学校教育担当（内線 264）

学用品費 校外活動費 
（宿泊なし）

校外活動費 
（宿泊あり）

新入学児童
生徒学用品費 修学旅行費 通学費 医療費 学校給食費

小 

学 

校

変
更
前

13,270 円 
（1 年生　　
11,100 円）

実費
（対象経費） 

（上限 1,510 円）

実費
（対象経費）

（上限 3,470 円）
19,900 円

実費
（対象経費） 

（上限 30,000 円）
実費 保護者

負担分
実費 

（上限 37,000 円）

変
更
後

13,650 円 
（1 年生　　
11,420 円）

実費
（対象経費） 

（上限 1,570 円）

実費
（対象経費 ) 

（上限 3,620 円 )
40,600 円 実費

（対象経費） 実費 保護者
負担分 実費

中 

学 

校

変
更
前

23,870 円 
（1 年生　　
21,700 円）

実費
（対象経費） 

（上限 2,180 円）

実費
（対象経費 ) 

（上限 5,840 円 )
22,900 円

実費
（対象経費） 

（上限 50,000 円）
実費 保護者

負担分
実費 

（上限 42,500 円）

変
更
後

24,550 円 
（1 年生　　
22,320 円）

実費
（対象経費） 

（上限 2,270 円）

実費
（対象経費 ) 

（上限 6,100 円 )
47,400 円 実費

（対象経費） 実費 保護者
負担分 実費

就学援助費変更金額一覧

特別支援教育就学奨励費変更金額一覧

学用品費 校外活動費 
（宿泊なし）

校外活動費 
（宿泊あり）

新入学児童
生徒学用品費 修学旅行費 通学費 学校給食費

小 
学 

校

変
更
前

6,635 円 
（1 年生 5,550 円）

実費（対象経費） 
の 2 分の 1 

（上限 755 円）

実費（対象経費） 
の 2 分の 1 

（上限 1,735 円）
9,950 円

実費（対象経費） 
の 2 分の 1 

（上限 15,000 円）
実費 実費の 2 分の 1 

（上限 18,500 円）

変
更
後

6,825 円 
（1 年生 5,710 円）

実費（対象経費） 
の 2 分の 1 

（上限 785 円）

実費（対象経費） 
の 2 分の 1 

（上限 1,810 円）
20,300 円 実費（対象経費） 

の 2 分の 1
実費 実費の 2 分の 1

中 

学 

校

変
更
前

11,935 円 
（1 年生 10,850 円）

実費（対象経費） 
の 2 分の 1 

（上限 1,090 円）

実費（対象経費） 
の 2 分の 1 

（上限 2,920 円）
11,450 円

実費（対象経費） 
の 2 分の 1 

（上限 25,000 円）
実費

実費の 2 分の 1 
（上限 21,250 円）

変
更
後

12,275 円 
（1 年生 11,160 円）

実費（対象経費） 
の 2 分の 1 

（上限 1,135 円）

実費（対象経費） 
の 2 分の 1 

（上限 3,050 円）
23,700 円

実費（対象経費） 
の 2 分の 1 実費 実費の 2 分の 1



122018.4

市税等納期・国保制度変更

平成30年度 市税等納期のお知らせ
■平成30年度 市税等納付期限一覧表

納付期限 市県民税
（普通徴収）

固定資産税
都市計画税 軽自動車税 国民健康

保険税
介護保険料

（普通徴収）
後期高齢者
医療保険料

（普通徴収）
市県民税

（特別徴収）

平成 30 年 ５月  １日 第１期

毎月 10 日

５月 31 日
第１期

全期
全期前納

７月  ２日 第２期

7 月 17 日
第１期＊　　１

全期前納
7 月 31 日 第２期 第１期 第１期
8 月 31 日 第２期 第２期 第３期 第２期

10 月  １日 第３期 第３期
10 月 31 日 第３期 第４期 第４期 第４期
11 月 30 日 第５期 第５期
12 月 25 日 第３期 第６期 第５期 第６期

平成 31 年 １月 31 日 第４期 第７期 第７期
２月 28 日 第４期 第８期 第６期 第８期

■注意事項
　・市県民税（特別徴収）は口座振替に対応しておりません。
　・口座振替日は、各納付期限日と同日になります（市県民税（普通徴収）第１期のみ別日）。
　・残高不足等で振替不能になった場合は、翌10日（休業日の場合は翌営業日）に再振替を行います。
　・新たに口座振替をご利用の場合は、市内金融機関または税務収納課へお問い合わせください。
　・災害、傷病等の理由により納付期限内に納付ができない場合は、お早めに税務収納課へご相談ください。
　・納付期限日までに納付されなかった場合、督促状が送付されます。督促状送付日以降は督促手数料が追　
　　加徴収となりますので、納付期限日までに納め忘れのないようにご注意ください。
■市税等の収納業務を委託
　　市では、市税等のコンビニエンスストアでの収納業務を法令に基づき地銀ネットワークサービス株式会社
　に委託しています。
■問い合わせ　税務収納課 収納推進担当（内線 163 ～ 166）

国保の４月からの制度変更のお知らせ
国民健康保険に係る高額療養費の多数該当が都道府県単位で通算されます。
山梨県内の転居であれば、高額療養費の多数該当回数が通算されるようになります。

入院した時の食事の自己負担が変わります。
住民税課税世帯の入院時食事代標準負担額が変わります。

■問い合わせ　市民生活課 国保年金担当  （内線127～129・137）

＊１…口座振替は７月 31 日に引き落とします。

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月
1 回目 2 回目 3 回目 1 回目 2 回目 3 回目 4 回目

同じ都道府県内の 
　ほかの市町村へ転居

1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 6 回目 7 回目

ここから該当

ここから該当

これまで

平成30年4月以降

【表１】

【表２】

① 一般（②、③以外の方） 一食 460 円

② 住民税非課税世帯
（70 歳以上は低所得Ⅱ）

90 日までの入院（過去 12 ヶ月以内の日数） 一食 210 円
90 日を超える入院（過去 12 ヶ月以内の日数） 一食 160 円

③ ②のうち所得が一定以上に満たない 70 歳以上の方（低所得Ⅰ） 一食 100 円

※赤字の部分が平成 30 年 4
　月から変わるところです。
※②、③の方は「限度額適用・
　標準負担額減額認定証」を
　入院時に提示する必要があ
　ります。
　国保年金担当で申請し交付
　を受けてください。
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下水道事業

供
用
開
始
区
域
の
拡
大
へ

　

平
成
29
年
度
に
旭
町
上
條
南
割

地
内
の
一
部
で
行
わ
れ
た
下
水
道

工
事
は
、
３
月
末
を
も
っ
て
完
了

し
、
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
に
よ
り
公
共
汚
水
マ

ス
を
設
置
し
た
方
々
は
、
４
月
か

ら
新
た
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
下
水

道
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

供
用
開
始
さ
れ
た
地
区
に
下
水

道
が
使
用
で
き
る
土
地
を
お
持

ち
の
方

　

受
益
者
負
担
金
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
４
月
中
旬
に
、
申
告
書
を

送
付
し
ま
す
。
ご
確
認
い
た
だ
き

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

宅
内
排
水
設
備
接
続
の
方
法

　

下
水
道
に
接
続
す
る
宅
内
工
事

に
つ
い
て
は
、市
が
指
定
し
た「
排

水
設
備
指
定
工
事
店
」
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
は

市
に
提
出
す
る
必
要
書
類
の
作
成
、

届
出
な
ど
の
手
続
き
を
代
行
し
ま

す
。
指
定
工
事
店
の
一
覧
は
下
水

道
担
当
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
工

事
費
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

各
種
補
助
事
業
の
ご
活
用
を

●
排
水
設
備
工
事
融
資
あ
っ
せ
ん

①
融
資
あ
っ
せ
ん
額

　

排
水
設
備
工
事

　

資
金
１
０
０
万
円
以
内

②
利
子
補
給

　

市
が
３
％
以
内
の
利
子
補
給

③
償
還
方
法

　

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以

　

内
毎
月
元
金
均
等
償
還

④
融
資
あ
っ
せ
ん
条
件

※
処
理
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る

　

こ
と
。

※
市
税
お
よ
び
受
益
者
負
担
金
を

　

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

●
下
水
道
排
水
設
備
費
補
助
金

　

下
水
道
処
理
区
域
内
に
お
い
て

平
成
13
年
４
月
１
日
以
降
に
設
置

届
を
提
出
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
し
た
方
で
、
下
水
道
排
水

設
備
工
事
を
行
う
場
合
、
補
助
金

の
額
は
【
表
１
】
の
と
お
り
で
す
。

●
合
併
浄
化
槽
普
及
事
業
費
補
助

　

金

　

下
水
道
認
可
区
域
外
に
、
50
人

槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
を
対
象
に
工
事
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
ご
使
用
の
単
独
処

理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

に
取
替
え
の
場
合
も
補
助
対
象
と

な
り
ま
す
。

■
補
助
対
象
区
域

　

穂
坂
、
中
田
、
穴
山
、
円
野
、

清
哲
、
神
山
の
全
域
と
祖
母
石
の

一
部
、
岩
下
の
一
部
。

　

こ
れ
に
該
当
し
な
い
区
域
で
も
、

下
水
道
区
域
外
等
補
助
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
額
【
表
２
】
を
参
照

※【
表
２
】と
浄
化
槽
の
設
置
費
用

　

の
４
割
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の

　

額
（
浄
化
槽
の
人
槽
は
、
住
宅

　

の
延
べ
床
面
積
の
み
で
決
定
さ

　

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
申
請
受
付
は
予
算
額
に
達
し
た

　

時
点
で
終
了
し
ま
す
。

異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
届
出
を

　

転
出
、
転
居
や
名
義
変
更
、
井

戸
水
使
用
世
帯
構
成
員
の
変
更
な

ど
に
よ
り
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、

す
み
や
か
に
下
水
道
担
当
へ
届
出

て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
を
正
し
く

　
　
　

使
用
し
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
を
使
う
一
人
ひ
と
り
が

ル
ー
ル
を
守
っ
て
上
手
に
使
う
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
台
所
で
は
・
・
・

　

食
用
廃
油
等
の
油
脂
類
、
調
理

く
ず
、
残
飯
な
ど
を
流
す
と
管
が

詰
ま
っ
た
り
悪
臭
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
ト
イ
レ
で
は
・
・
・

　

水
洗
ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト

　

下
水
道
工
事
は
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
環
境

の
向
上
を
目
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
に

お
住
ま
い
の
方
で
、
未
接
続
の
方
は
速
や
か
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
ご
理
解
ご
協
力
を

　
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
水
に
溶
け
な
い

紙
や
紙
お
む
つ
、
タ
バ
コ
、
ガ
ム

な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

○
洗
濯
場
、
風
呂
、

　
　
　
　

洗
面
所
で
は
・
・
・

　

洗
濯
で
は
、
リ
ン
を
含
ま
な
い

洗
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
毛
髪
な

ど
は
管
を
詰
ま
ら
せ
る
原
因
と
な

る
の
で
、
目
皿
等
を
用
い
て
管
に

入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課 

下
水
道
担
当

（
内
線
６
１
３
・
６
１
４
）

【表１】下水道排水設備設置補助金（一般家庭のみ）

【表 2】合併浄化槽普及事業費補助金

接続時期 補助金額

処理区域公示から 1 年以内
（H30 年 4 月供用開始） 8 万円

処理区域公示から 2 年以内
（H29 年 4 月供用開始） 5 万円

処理区域公示から 3 年以内
（H28 年 4 月供用開始） 3 万円

人槽区分 補助限度額

5 人槽まで 332,000 円

6 人槽～ 7 人槽 414,000 円

8 人槽～ 50 人槽 548,000 円
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まちかどトピックス
M A C H I K A D O  T O P I C S

韮崎北東小学校に新しいスクールバス

北巨摩医師会と協定書を締結

　2 月 22 日（木）、北巨摩医師会と「災害時の医療救護に関
する協定」を締結しました。
　この協定は、大規模災害が発生した際に、市が設置する医療
救護所への医師等の派遣について、北巨摩管内の広域的な医療
救護班を編成し、傷病者の応急処置等の協力業務を行うという
内容です。

　　2 月 20 日（火）、韮崎北東小学校でスクールバスの納車
式が行われました。
　バスにはニーラの絵がラッピングされ、児童の登下校や校
外活動に利用されます。式では、児童会長の坂本結菜さんが

「私たちのために新しいスクールバスを用意していただいたの
で、感謝の気持ちを忘れず、きれいに利用したいです。」と児
童を代表してあいさつしました。
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まちかどトピックス
M A C H I K A D O  T O P I C S

Nirasaki広報にらさき

100歳おめでとうございます！！ 　満100歳になられた堀井孟夫さん（穴山
町）と伊藤春雄さん（上祖母石）の長寿を
祝い、内藤市長がお宅を訪問しました。堀井
さんは、毎日畑仕事に行くのが楽しみで、健
康の秘訣は「朝昼晩の規則正しい食生活が大
事」と話してくれました。伊藤さんは、市長
がお宅へ訪問した初めての男性の100歳で、
若い時から病気をしたことがないそうです。
健康の秘訣は「好き嫌いなく何でも食べるこ
と」と話してくれました。これからも元気で
長生きしてください。２月14日（水）、堀井孟夫さん宅

へ訪問
２月21日（水）、伊藤春雄さん宅
へ訪問
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劇
団
か
か
し
座
が
や
っ
て
く
る

魔
法
つ
か
い
の

　
　
　

お
と
ぎ
ば
な
し
（
無
料
）

　

劇
団
か
か
し
座
に
よ
る
影
絵
を

行
い
ま
す
。
楽
し
い
お
話
し
だ
け

で
な
く
、
手
影
絵
の
体
験
も
で
き

ま
す
！

■
日
時　

４
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
開
演

　
　
　
　

13
時
30
分
開
場

■
場
所　

ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　

１
２
０
名

■
共
催　

韮
崎
市
子
育
て
支
援
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー
に
ら
★
ち
び

む
く
み
解
消
！

美
脚
セ
ル
フ
ケ
ア
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

脚
の
む
く
み
の
解
消
を
目
標

に
、
自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る
セ

ル
フ
ケ
ア
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
を
学
び

ま
す
。

■
日
時　

４
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　

和
室
会
議
室
１
・
２

■
定
員　

16
名

■
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

■
講
師　

齋
藤　

晴
美 

先
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト[

Ｎ]

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
共
催
イ
ベ
ン
ト

「
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
」（
無
料
）

　

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
選
手

や
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と
な
り
、
食

の
大
切
さ
や
、
コ
ー
チ
ン
グ
、
現

在
の
仕
事
に
就
く
ま
で
を
語
っ
て

く
れ
ま
す
。

■
日
時
（
全
５
回
）

　

５
月
13
日
（
日
）
本
の
チ
カ
ラ

　

６
月
10
日
（
日
）
食
の
チ
カ
ラ

　

７
月
８
日
（
日
）
仕
事
図
鑑

　

８
月
12
日
（
日
）
心
を
育
て
る

　

９
月
23
日
（
日
）
夢
の
チ
カ
ラ

　

14
時
～
１
時
間
30
分
前
後

※
基
本
全
て
の
日
程
参
加
と
な
り

　

ま
す
。（
内
容
は
変
更
に
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
場
所　

ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
対
象
・
定
員

　

小
中
学
生
の
親
子
20
組
程
度

■
講
師

　

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
選
手
お

よ
び
ス
タ
ッ
フ

■
申
込

　

４
月
７
日
（
土
）
よ
り
、
電
話

ま
た
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て

受
付

５
冊
以
上
本
を
借
り
て
、
期
間

限
定
特
製
「
に
ら
っ
こ
」
し
お

り
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

　

子
ど
も
の
読
書
週
間
に
、
貸
出

レ
シ
ー
ト
の
本
の
冊
数
が
５
冊
以

上
の
方
に
、
図
書
館
オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
に
ら
っ
こ
」
の

特
製
し
お
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
！
こ
の
期
間
に
し
か
も
ら
え
な

い
特
別
な
し
お
り
を
ぜ
ひ
ゲ
ッ
ト

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
期
間　

４
月
21
日
（
土
）
～　

　
　
　
　

５
月
13
日
（
日
）
ま
で

■
受
取
方
法

　

期
間
中
の
日
付
で
５
冊
以
上
の

貸
出
レ
シ
ー
ト
を
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
貸
出

レ
シ
ー
ト
は
複
数
枚
で
５
冊
以
上

で
も
可
能
で
す
。（
た
だ
し
同
一

人
物
の
利
用
者
レ
シ
ー
ト
に
限
り

ま
す
。）

『
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
！
』
展
示

　

４
月
８
日
は
、「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

の
日
」
で
す
。
１
８
２
０
年
の
こ

の
日
、
エ
ー
ゲ
海
に
浮
か
ぶ
ミ
ロ

ス
島
の
洞
窟
で
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
像
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
春
は
美
し
い

季
節
で
す
。
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
古

き
良
き
昭
和
の
美
な
ど
、
様
々
な

〝
美
”
に
関
連
す
る
展
示
を
行
い

ま
す
。

■
展
示
期
間　

３
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

～
４
月
26
日（
木
）

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
か
い

　
　
　
　
　
　
　
（
参
加
無
料
）

　

大
好
き
な
ぬ
い
ぐ
る
み
と
、
一

緒
に
お
は
な
し
会
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
？
そ
の
後
、
ぬ
い
ぐ
る
み
は

お
と
ま
り
し
て
夜
の
図
書
館
を
探

検
し
ま
す
。
お
迎
え
の
時
に
は
、

ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
と
一
緒
に
ぬ
い
ぐ

る
み
が
選
ん
だ
お
す
す
め
の
本
を

貸
出
し
ま
す
。

■
日
時　

４
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　

16
時
～
16
時
30
分

　
　
　
　

15
時
30
分
受
付
開
始

　
　
　

お
迎
え
は
翌
30
日
正
午
～

■
場
所　

ニ
コ
リ
２
階

　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
対
象　

利
用
カ
ー
ド
を
お
持
ち

　

の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ

　

の
保
護
者
、
ぬ
い
ぐ
る
み

■
定
員　

子
ど
も
15
名
（
子
ど
も

　

１
人
に
つ
き
、
ぬ
い
ぐ
る
み
１

　

体
）

■
申
込　

４
月
７
日
（
土
）
よ
り
、

　

電
話
ま
た
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ

　

ー
に
て
受
付

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　

４
月
は
市
内
３
つ
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　

４
月
21
日 

（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
２
階

　
　
　
　

会
議
室
９

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

　
「
糸
車
」　　

山
本
周
五
郎 

作

　
　
　

朗
読　

保
阪
え
み
子 

氏

　
「
竹
取
物
語
」

　
　
　

朗
読　

小
澤
か
な
め 

氏

　
「
干
魚
と
漏
電
」

　
　
　
　
　
　

阿
刀
田　

高 

作

　
　
　

朗
読　

青
木　

文
子 

氏

ま
な
び
ｎ
ｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

つ
な
『
し
ゃ
べ
ら
ん
会
』（
無
料
）

　

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な
」
が
、
毎
月
第
２
木

曜
日
に
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
が
で

き
る
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
家
に

こ
も
り
が
ち
な
方
や
お
友
達
を
作

り
た
い
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
自

由
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
１

　
　
　
　
（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

バ
ス
＆
ウ
ォ
ー
ク
で
春
の
桜
を

観
に
い
こ
う
！
（
参
加
無
料
）

　

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な
企
画
！
バ
ス
に

乗
っ
て
桜
を
観
に
行
き
ま
せ
ん

か
？
春
の
ひ
と
時
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
も
兼
ね
て
桜
を
満
喫
し
ま
し
ょ

う
。（
自
家
用
車
参
加
可
）

■
日
時　

４
月
13
日
（
金
）

　
　

11
時
ニ
コ
リ
入
口
集
合

　
　

16
時
頃
解
散　

※
雨
天
中
止

■
行
先　

清
哲
～
神
山

　

問
合
せ
☎
２
２

－

１
１
２
１

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ 

イ
ベ
ン
ト

　

問
合
せ
☎
２
２

－

４
９
４
６

大
村
記
念
図
書
館

  

問
合
せ
☎
２
０

－

１
１
１
５

中
央
公
民
館
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■
定
員　

12
名

■
持
ち
物　

往
復
市
民
バ
ス
代
・

　

昼
食
・
飲
み
水
・
歩
け
る
服
装

■
申
込　

４
月
３
日
（
火
）
よ
り

　
　
　
　

受
付
開
始

ふ
る
さ
と
歴
史
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

春
の
新
府
城
を
歩
こ
う
！（
無
料
）

　

気
持
ち
の
良
い
季
節
、
草
花
を

楽
し
み
歴
史
を
学
び
な
が
ら
春
の

新
府
城
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

４
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
～
12
時

■
集
合　

新
府
城
駐
車
場

　
　
　
　

９
時
集
合

　
　
　
　

※
雨
天
中
止

■
講
師　

市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

閏
間　

俊
明 

氏

■
定
員　

20
名

■
持
ち
物　

歩
け
る
服
装
・
飲
み

　
　
　
　
　

水
等

■
申
込　

４
月
３
日
（
火
）
よ
り

　
　
　
　

受
付
開
始

に
ら
★
ち
び

妊
婦
さ
ん
＆
０
歳
児
ひ
ろ
ば

　

い
ろ
ん
な
話
や
お
友
達
づ
く
り

に
に
ら
★
ち
び
に
遊
び
に
来
ま
せ

ん
か
？
好
評
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を

用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
予
約
不
要
・
参
加
無
料
）

■
場
所　

に
ら
★
ち
び
（
２
階
）

■
時
間　

10
時
～
14
時

■
４
月
の
開
催
日
と
日
替
わ
り
カ

　

フ
ェ
内
容

・
４
月
４
日
（
水
）
栄
養
相
談

・
４
月
11
日
（
水
）
ブ
ロ
グ
キ
ャ

　

ン
ペ
ー
ン

・
４
月
14
日
（
土
）
土
曜
開
催
日

・
４
月
18
日
（
水
）
身
体
測
定

・
４
月
25
日
（
水
）
11
時
30
分
～

　

３
階
の
に
ら
★
ち
び
へ
遊
び
に

　

い
こ
う
（
希
望
者
の
み
）

※
開
催
時
間
内
は
出
入
自
由
で
す
。

　

い
つ
で
も
体
位
測
定
が
で
き
ま

　

す
。（
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
）

に
ら
★
歩
歩
く
ら
ぶ（
雨
天
中
止
）

電
車
に
乗
っ
て
、み
ん
な
で
お
で
か
け
♪

穴
山
さ
く
ら
公
園
に
行
こ
う
！

　

ま
ち
に
出
か
け
て
魅
力
を
発

見
！
韮
崎
市
を
楽
し
も
う
♪
一
般

参
加
（
５
～
６
名
）
も
可
能
で
す
。

子
育
て
中
の
人
と
一
緒
に
お
散
歩

し
ま
せ
ん
か
？

■
開
催
日　

４
月
10
日
（
火
）

■
時
間

　
【
行
き
】
韮
崎
駅
発
10
時
38
分

　

→
穴
山
駅
着
10
時
45
分

　
【
帰
り
】
穴
山
駅
発
11
時
45
分

　

→
韮
崎
駅
着
11
時
53
分

■
集
合　

ニ
コ
リ
１
階
エ
ス
カ
レ

　

ー
タ
ー
下
（
解
散
は
韮
崎
駅
）

■
定
員　

15
組
（
要
予
約
）

■
持
ち
物　

片
道
２
０
０
円

　
　
　
　
　
（
電
車
代
）、
い
つ
も

　
　
　
　
　

の
お
で
か
け
グ
ッ
ズ

３
世
代
交
流
子
育
て
サ
ロ
ン

こ
ぶ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
（
無
料
）

　

子
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
こ
ぶ
し

隊
」
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

く
子
育
て
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

４
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
12
時

■
場
所　

韮
崎
市
老
人
福
祉
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
２
階
会
議
室

■
対
象　

未
就
園
児
と
そ
の
親
10

　
　
　
　

組
ぐ
ら
い
（
要
予
約
）

■
内
容　

お
し
ゃ
べ
り
、
お
ち
ゃ

　

の
み
、
工
作
、
よ
み
き
か
せ
、

　

お
散
歩　

な
ど

■
主
催　

韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
こ

　

ぶ
し
隊
」

ま
・
あ
・
る
・
い
カ
フ
ェ（
要
予
約
）

　

こ
ど
も
の
様
子
、
マ
マ
の
気
持

ち
…
ぐ
る
ぐ
る
と
悩
ん
だ
り
、
つ

い
答
え
を
求
め
た
く
な
っ
ち
ゃ
う

け
ど
、
そ
の
前
に
み
ん
な
と
話
そ

う
♪

■
日
時　

４
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

に
ら
★
ち
び
（
２
階
）

■
対
象　

韮
崎
市
に
お
住
い
の
０

　

～
６
歳
児
の
保
護
者
８
組

■
参
加
費　

１
０
０
円
（
お
茶
・

　
　
　
　
　

お
や
つ
代
と
し
て
）

※
要
予
約
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

　

電
話
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
お
申
込

  

問
合
せ
☎
２
３

－

７
６
７
６

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
補
助
対
象
と
な
る
団
体
等

　

市
内
に
活
動
の
拠
点
を
有
し
、

５
名
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体
や

グ
ル
ー
プ
等
で
、
そ
の
過
半
数
が

市
内
に
在
住
、
勤
務
ま
た
は
在
学

し
て
い
る
団
体
等
。

■
補
助
対
象
事
業

　

市
民
団
体
や
グ
ル
ー
プ
等
が
自

主
的
に
取
り
組
む
事
業
の
う
ち
、

そ
の
事
業
（
活
動
）
が
市
民
福
祉

の
向
上
お
よ
び
地
域
社
会
の
発
展

な
ど
に
寄
与
す
る
事
業
。

※
施
設
の
建
設
等
を
目
的
と
す
る

　

も
の
や
国
・
県
・
市
ま
た
は
市

　

関
連
団
体
の
補
助
金
、
助
成
金

　

の
交
付
を
受
け
て
い
る
事
業
は

　

除
く
。

■
補
助
の
内
容

・
１
団
体
当
た
り
50
万
円
を
限
度

　
（
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以

　

内
）

・
同
一
事
業
に
対
し
、
年
度
中
１

　

回（
３
年
間
・
計
３
回
を
限
度
）

■
申
請
期
間

　

12
月
14
日
（
金
）
ま
で

■
提
出
書
類

　

①
交
付
申
請
書

　

②
事
業
の
実
施
計
画
書

　

③
団
体
の
規
約
、
活
動
報
告
書

　
　

お
よ
び
収
支
決
算
書

　

④
そ
の
他
、
補
助
金
の
交
付
に

　
　

関
し
て
参
考
と
な
る
書
類
等

■
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参
で
提
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
総

合
政
策
課
で
の
配
布
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※
審
査
の
う
え
可
否
お
よ
び
交
付

　

額
を
決
定
し
ま
す
。

■
事
業
実
施
期
間

　

交
付
の
決
定
の
日
か
ら

　

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課 

政
策
推
進
担
当

　
　
　
（
内
線
３
５
５
～
３
５
７
）

　

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
方
々
を
支
援
す
る
た

め
、
市
で
は
、「
公
募
・
提
案
型
補
助
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
公
募
・
提
案
型
の
補
助
金
申
請
を
受
付

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援

『チーム韮崎によるまちづくり』
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１
／
２
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

※
２
万
円
を
上
限

■
助
成
期
間

　

支
給
開
始
月
か
ら
起
算
し
て
２

　

年
以
内

■
申
請
方
法

　

転
入
日
か
ら
３
か
月
経
過
後
に

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

産
業
観
光
課 

商
工
労
政
担
当

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
６
）

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
仮
徴
収
額
決

定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
税

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

に
つ
い
て
、
４
月
よ
り
年
金
か
ら

の
天
引
き
が
始
ま
る
方
へ
、
４
月

上
旬
に「
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

　

４
月
・
６
月
・
８
月
に
天
引
き

さ
れ
る
保
険
税
（
料
）
は
、
平
成

29
年
度
の
保
険
税
（
料
）
か
ら
算

出
し
た
暫
定
的
な
額（
仮
徴
収
額
）

で
す
。
平
成
30
年
度
の
年
間
保
険

税
（
料
）
は
、
29
年
中
の
所
得
の

確
定
後
、
７
月
に
本
算
定
を
行
い
、

改
め
て
通
知
し
ま
す
。

※
申
請
に
よ
り
口
座
振
替
へ
の
変

　

更
も
で
き
ま
す
。

～
韮
崎
市
若
者
定
住
就
職
者

家
賃
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ
～

　

市
で
は
、
若
者
の
移
住
・
定
住

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
新
規
立

地
企
業
や
市
内
事
業
者
の
人
材
確

保
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
外
か
ら
の
就
業
に
伴
い
、
市
内

の
民
間
家
賃
住
宅
に
入
居
す
る
45

歳
未
満
の
定
住
者
に
対
し
、
４
月

よ
り
、
家
賃
の
半
額
を
最
長
２
年

間
助
成
す
る
『
ふ
る
さ
と
ワ
ー
ク

サ
ポ
ー
ト
事
業
』
を
開
始
し
ま
す
。

■
支
給
要
件
（
基
準
日
：
平
成
30

　

年
１
月
１
日
以
降
）

・
転
入
日
に
お
い
て
45
歳
未
満
の
方

・
韮
崎
市
内
の
事
業
所
に
お
い
て

　

現
に
就
業
し
て
い
る
方

・
雇
用
保
険
法
に
規
定
す
る
被
保

　

険
者
で
あ
る
方

・
定
住
の
意
思
を
も
っ
て
転
入
日

　

か
ら
継
続
し
て
３
か
月
を
超
え

　

て
韮
崎
市
に
住
所
を
有
す
る
方

・
韮
崎
市
内
の
民
間
家
賃
住
宅
に

　

家
賃
を
支
払
い
居
住
し
て
い
る
方

※
一
部
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
助
成
金
額
（
月
額
）

　

家
賃
月
額
（
事
業
所
よ
り
支
給

さ
れ
る
住
居
手
当
分
を
除
く
）
×

　

お
知
ら
せ

■
国
保
税
が
年
金
か
ら
天
引
き
に

　

な
る
世
帯

　

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る

世
帯
は
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
天
引

き
に
よ
る
納
付
方
法
に
な
り
ま
す
。

①
世
帯
主
を
含
む
国
保
加
入
者
全

　

員
が
65
歳
か
ら
74
歳
の
世
帯
。

②
世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上
の

　

年
金
を
受
給
し
、
介
護
保
険
料

　

が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い

　

る
。

③
国
保
税
と
世
帯
主
の
介
護
保
険

　

料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分

　

の
１
を
超
え
て
い
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課 

国
保
年
金
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
・
１
３
７
）

産
後
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
に
産
婦

健
康
診
査
と
新
生
児
聴
覚
検
査

の
助
成

●
産
婦
健
康
診
査

　

産
後
２
週
間
と
１
か
月
の
２
回
、

産
後
マ
マ
の
心
身
の
健
康
保
持
の

た
め
に
、
産
婦
健
康
診
査
費
を
助

成
し
ま
す
。

■
対
象
者

・
本
市
に
住
所
が
あ
る
方

・
４
月
１
日
以
降
、
県
内
の
委
託

　

医
療
機
関
に
て
産
婦
健
康
診
査

　

を
受
け
る
方

■
受
診
票
発
行
時
期

　

母
子
健
康
手
帳
交
付
時

※
す
で
に
母
子
健
康
手
帳
交
付
済

　

み
の
方
に
は
、
受
診
票
を
郵
送

　

し
ま
す
。
里
帰
り
な
ど
県
外
の

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
方
は
、

　

償
還
払
い
と
な
り
ま
す
の
で
詳

　

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

※
償
還
払
い
…
受
診
者
が
費
用
を

　

い
っ
た
ん
全
額
支
払
い
、
そ
の

　

後
市
へ
申
請
し
て
払
い
戻
し
を

　

受
け
る
。

●
新
生
児
聴
覚
検
査

　

新
生
児
の
聴
覚
障
が
い
の
早
期

発
見
・
支
援
の
た
め
、新
生
児
（
生

後
28
日
ま
で
）
聴
覚
検
査
費
を
助

成
し
ま
す
。

■
対
象
者

・
本
市
に
住
所
が
あ
る
方

・
４
月
１
日
以
降
、
県
内
の
委
託

　

医
療
機
関
に
て
新
生
児
聴
覚
検

　

査
を
受
け
る
方

■
受
診
票
発
行
時
期

　

母
子
健
康
手
帳
交
付
時

※
す
で
に
母
子
健
康
手
帳
交
付
済

　

み
の
方
に
は
、
受
診
票
を
郵
送

　

し
ま
す
。
里
帰
り
な
ど
県
外
の

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
方
は
、

　

償
還
払
い
と
な
り
ま
す
の
で
詳

　

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課 

保
健
指
導
担
当

　
　
　
　
　

☎
２
３ｰ

４
３
１
０

宿
泊
型
産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
料

金
を
一
部
軽
減（
助
成
）し
ま
す
！

　

宿
泊
型
産
後
ケ
ア
事
業
と
は
、

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

広　報
にらさき

育
児
不
安
や
悩
み
を
抱
え
た
育
児

支
援
を
必
要
と
す
る
産
後
マ
マ
と

赤
ち
ゃ
ん
が
、
宿
泊
し
て
マ
マ
が

明
る
い
気
持
ち
で
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
で
す
。

■
利
用
料
金

　

30
年
度
よ
り
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
の
利

用
料
を
軽
減
し
ま
す
。

☆
１
泊
２
食

　

課
税
世
帯　
　

６
，
１
０
０
円

　

非
課
税
世
帯　

３
，
０
５
０
円

　

生
活
保
護
世
帯　
　
　
　

０
円

※
昼
食
代
は
別
途
９
０
０
円

■
対
象
者　

産
後
４
か
月
未
満
の

　
　
　
　
　

乳
児
と
そ
の
母
親

※
利
用
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
詳

　

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
宿
泊
期
間　

原
則
３
泊
４
日

■
利
用
方
法

　

市
に
申
請
書
を
提
出
し
利
用
登

録
を
し
た
後
、
山
梨
県
産
前
産
後

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
予
約
を
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課 

保
健
指
導
担
当

　
　
　
　
　

☎
２
３ｰ

４
３
１
０

障
が
い
の
あ
る
方
へ
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
の
一
部
を
助
成

　

市
で
は
、
在
宅
で
暮
ら
す
重
度

心
身
障
が
い
者（
児
）の
社
会
参
加

と
、
生
活
圏
の
拡
大
を
支
援
す
る

た
め
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を

「
利
用
券
」
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者　

韮
崎
市
に
住
民
登
録
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■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
担
当

　
　
　
（
内
線
１
８
２
・
１
８
３
）

行
政
相
談
窓
口
を
開
設

　
　
　
（
予
約
不
要
・
相
談
無
料
）

　

行
政
へ
の
要
望
、
苦
情
、
意
見

に
対
し
、
行
政
相
談
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
会
場
に
つ
い
て
は
、

毎
月
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日　

毎
月
第
１
・
第
２
月

　

曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
週
）

　

13
時
～
15
時

■
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課 
政
策
推
進
担
当

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
５
６
）

人
権
相
談
所
を
開
設

　
　
　
（
予
約
不
要
・
相
談
無
料
）

　

い
じ
め
や
虐
待
、
家
庭
内
や
近

隣
と
の
も
め
ご
と
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
な
ど
で
お
悩
み
の
方

は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　

10
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　

12
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　

２
月
５
日
（
火
）

※
い
ず
れ
も
10
時
～
15
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
１
階　

会
議
室

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課 

政
策
推
進
担
当

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
５
６
）

　

の
あ
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か

　

に
該
当
す
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

○
療
育
手
帳 
Ａ
判
定

※
た
だ
し
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　

す
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
方

・
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減

　

免
を
受
け
て
い
る
方

・
生
活
保
護
の
受
給
者

・
中
国
残
留
邦
人
等
の
支
援
給
付

　

を
受
け
て
い
る
方

・
１
か
月
以
上
の
入
院
を
し
て
い

　

る
方

■
申
請　

４
月
２
日
（
月
）
か
ら

■
持
ち
物　

身
体
障
害
者
手
帳
ま

　

た
は
療
育
手
帳
、
印
鑑

■
利
用
券
交
付
枚
数

○
24
枚
／
年
間
（
１
か
月
２
枚
）

○
腎
臓
機
能
障
害
１
級
の
手
帳
所

　

持
者
に
は
、
36
枚
／
年
間
（
１

　

か
月
３
枚
）

※
年
度
の
途
中
で
申
請
し
た
場
合

　

は
、
月
割
に
な
り
ま
す
。

■
利
用
方
法

　

山
梨
県
タ
ク
シ
ー
協
会
加
盟
の

タ
ク
シ
ー
会
社
等
で
利
用
可
。

　

１
回
の
乗
車
に
つ
き
、
利
用
券

は
１
枚
使
用
で
き
ま
す
。（
１
枚

に
つ
き
、
６
５
０
円
を
助
成
）

　

ご
利
用
の
際
に
、
障
害
者
手
帳

と
と
も
に
利
用
券
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
心
身
障
が
い
者
タ
ク
シ

ー
運
賃
の
割
引
（
手
帳
提
示
時
１

割
引
）
も
併
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。

甘
利
山
草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■
日
時　

４
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

29
日
（
日
）

　

９
時
か
ら
15
時
（
都
合
の
つ
く

　

時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

■
集
合
場
所　

　

甘
利
山
山
頂
駐
車
場

※
甘
利
山
公
園
線
は
工
事
に
よ
り

通
行
止
め
で
す
。
迂
回
路
は
案
内

標
識
に
従
っ
て
ご
通
行
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

作
業
着
・
雨
具
（
小

　
　
　
　
　

雨
決
行
）・
昼
食

※
鎌
や
刈
払
機
の
燃
料
に
つ
い
て

　

は
主
催
者
が
用
意

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甘
利
山
倶
楽
部

　
　

☎
２
２ｰ

６
６
８
２
（
小
林
）

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
行
開
始
！

　

中
央
公
園
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
は
、
４
月

１
日
か
ら
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

緑
の
木
々
の
中
を
走
り
抜
け
る
ミ

ニ
Ｓ
Ｌ
に
乗
車
し
、
汽
笛
の
音
を

聞
き
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
運
行
日
時
（
雨
天
運
休
）

　

４
月
～
10
月
の
日
曜
日
・
祝
日

　

10
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

■
料
金　

１
回
１
０
０
円　

※
３
歳
未
満
は
、
保
護
者
と
同
乗

　

で
無
料

☆
５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日
は
全

　

員
無
料
！

■
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課 

都
市
計
画
担
当

　
　
　
（
内
線
２
５
０
・
２
５
１
）

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

①
木
工
作
入
門
教
室

■
日
時　

４
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
定
員　

20
名
（
要
申
込
み
）

■
参
加
費　

３
０
０
円

②
苗
木
の
作
り
方
体
験
教
室

■
日
時　

４
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
定
員　

20
名
（
要
申
込
み
）

■
参
加
費　

１
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

穂
坂
自
然
公
園

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
３
７ｰ

４
３
６
２

伝
統
文
化
い
け
ば
な

子
ど
も
教
室
参
加
者
募
集

■
対
象
・
定
員

　

市
内
在
住
小
学
１
年
～
中
学
３ 

　

年
生
の
20
名

■
活
動
期
間

　

４
月
～
３
月
ま
で
の
毎
月
第
４

　

土
曜
日
（
年
12
回
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

ニ
コ
リ
１
階
陶
芸
室

■
参
加
費　

花
代
５
０
０
円

■
講
師　

池
坊
華
道
会

　

雨
宮　

松
華 

氏 　

     

牛
山
二
美
華 

氏 

他

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

子
ど
も
教
室
事
務
局
（
牛
山
）

☎
０
９
０ｰ

２
４
２
０ｰ

３
６
０
８

韮
崎
駅
前
の
小
彼
岸
桜
を

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す

　

韮
崎
市
文
化
協
会
で
は
、
長
野

県
伊
那
市
と
の
文
化
交
流
の
一
環

と
し
て
、
伊
那
市
よ
り
寄
贈
さ
れ

た
駅
前
の
小
彼
岸
桜
を
、
今
年
も

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

現
在
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
中

　

４
月
６
日
（
金
）
頃
ま
で　

　

18
時
～
22
時

※
開
花
状
況
に
よ
り
期
間
の
変
更

　

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
文
化
協
会
事
務
局

　
（
武
田
の
里
文
化
振
興
協
会
）

☎
３
０ｰ

０
５
１
０

男
性
介
護
者
講
演
会
（
無
料
）

■
日
時　

４
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

ニ
コ
リ
会
議
室
５
・
６

■
定
員　

60
名

■
講
演
内
容

　
「
男
性
が
介
護
を
問
う
意
味

　
　
　
　

男
性
介
護
者
の
現
実
」

　

男
性
介
護
者
と
支
援
者
の
全
国

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長

津
止　

正
敏 

氏

■
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
や
ろ
う
の
会
（
清
水
）

☎
０
９
０ｰ

８
３
０
９ｰ

９
３
６
５

★
新
年
度
の
始
ま
り
に
、
常
備
薬
や
保
存
食
な
ど
、「
非
常
用
持
ち
出
し
袋
」
の
中
身
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

募　

集

　

イ
ベ
ン
ト

　

相　

談
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●国民健康保険より
３月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担額）
は、154,739,727 円（前年同月比 4.05% 減）で、１人あたり
の保険者負担額は、21,896 円（前年同月比 0.81% 減）でした。
引き続き健康に気をつけ医療費の節約にご協力ください。  

市の人口 3 月１日現在 （前月比）

男 14,926 人（うち外国人 236 人） 23 人減

女 15,047 人（うち外国人 294 人） 22 人減

計 29,973 人（うち外国人 530 人） 45 人減

世帯数 12,627 世帯 15 世帯減

わに塚のサクラ ライトアップ

美しい富士山を望むまちにらさき

“富士山フォトコンテスト”入賞者決定

年間最優秀賞
推　薦　「林道の春」  森　幸夫 様（甲府市）

推薦「林道の春」

応募作品展示会開催中！

春 特選「雲海の合間から」 夏 特選「富士を望む」

秋 特選
「夕照に染まる稜線と富士」

冬 特選「霊峰を望む」

　韮崎市にある数々の富士山絶景ポイントからの写真や、自分だけのお気に入りのスポットからの富士山の作品
を募集したところ、全国から 94 点の応募がありました。いずれの作品も季節ごとの美しい富士山を表現した、甲
乙つけがたい作品でしたが、厳正なる審査の結果、以下のとおり入賞者が決まりました。

春の部
特　選　「雲海の合間から」鈴木泰信 様（甲斐市）
準特選　「新府春景」　　　古橋隆宏 様（中央市）
入　選　「残雪を歩む」　　中村亮太 様（愛知県豊田市）
　　　　「夜桜日和」　　　竹端　榮 様（神奈川県相模原市）

夏の部
特　選　「富士を望む」　　花輪富夫 様（南アルプス市）
準特選　「黎明富士」　　　藤巻正英 様（南アルプス市）

秋の部
特　選　「夕照に染まる稜線と富士」
　　　　　　　　　　　　早水健一 様（神奈川県相模原市）
準特選　「富士と宇宙ステーションの出逢い」
　　　　　　　　　　　　松井和之 様（韮崎市）
入　選　「米どころ」　　　猪股　勉 様（南アルプス市）
　　　　「武田橋の富士山」　佐野敏昭 様（千葉県習志野市）

冬の部
特　選　「霊峰を望む」　　吉田　進 様（南アルプス市）
準特選　「藤井平の朝」　　中島照雄 様（甲斐市）
入　選　「新型北上」　　　皆川　明 様（韮崎市）
　　　　「富士と清流」　　小尾　明 様（甲府市）

　樹齢約 320 年を誇るわに塚のサクラ。残雪の山々を
背景に咲き誇る姿は凛とした美しさで、毎年多くの観桜
者を魅了しています。夕闇にライトアップされた幻想的
な夜桜をお楽しみください。

■期　間　４月６日（金）～４月 15 日（日）
■時　間　18 時 30 分～ 20 時 30 分
■点灯式　４月６日（金）　18 時 15 分
※開花状況により変更となる場合があります。

　入賞作品を含め応募作品を展示していますので、ぜ
ひご鑑賞ください。
展示期間　３月 23 日（金）～４月 15 日（日）
場　　所　韮崎市民交流センターニコリ
　　　　　韮地下「アートギャラリー２」
時　　間　９時～ 20 時
※ニーラへのお便りコンテスト応募作品展も同時開催中


